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水　巻　町　発　行
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誰
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胴
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附

軋
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肝
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融
肌

甜

　

ｈ

…

肋

間

用

品
淵
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脚

誰
肌
棚

ドン．′ピストルを合図に一斉にとび込みます。猪熊小プールで行われた水泳スポーツ少年団プール開き。
（上の写真は模範水泳をされる新日鉄の藤木さん）

水
泳
大
　
会

ガ

ン

バ

レ
″
水
泳
水
巻
″

水
巻
町
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
プ

ー
ル
開
き
が
、
7
月
1
2
日
猪
熊
小
学
校

プ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

空
も
晴
れ
上
が
り
絶
好
の
プ
ー
ル
日

よ
り
、
各
校
区
か
ら
集
ま
っ
た
子
供
た

ち
の
力
泳
が
続
き
ま
す
。
中
で
も
皆
な

の
人
気
は
、
ま
だ
泳
げ
な
い
チ
ビ
ッ
子

の
ビ
ー
ト
競
争
、
早
く
お
兄
ち
ゃ
ん
や

お
姉
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
た
い
な
あ
ー
と
、
一
生
懸
命
足
を

動
か
し
て
の
力
泳
で
す
。
で
も
、
な
か

な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
か
ら
声
援
が
と
び
ま
す
。

な
お
当
日
は
、
新
自
製
勤
務
で
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
の
佐
藤
好
助
氏

と
、
昭
和
4
5
年
度
個
人
メ
ド
レ
ー
全
日

本
選
手
権
保
持
者
の
藤
木
憲
次
さ
ん
に

よ
る
泳
ぎ
万
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
見
て
い
た
子
供
た
ち

は
、
あ
ま
り
の
泳
ぎ
の
す
ば
ら
し
さ
に

日
を
白
黒
。
み
ん
な
将
来
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。町の人　口

（6月禾現在）

人　口　　　　27，699人

男　　　　13，529人

女　　　　14，170人

世帯数　　　8，753世帯

転入183人　　出生　30人

転出147人　　死亡11人

（6月異動）

よい町は　差別をなくす　心から　　　伊左座小6年　木原正博
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さあ夏休み　体をきたえ　有意義に

（防犯だより）夏の犯罪と

事故をなくそう

夏
祭
り
や
海
水
浴
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど

楽
し
い
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
方
で
行
楽
地
な
ど
で

の
暴
力
犯
罪
、
解
放
感
か
ら
の
少
年
非

行
な
ど
、
夏
は
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
や
事

故
が
増
え
る
季
節
で
す
。

暴
力
犯
罪
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
子
供
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
点
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

、
つ
0

∧
暴
力
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
∨

▽
暴
力
的
な
迷
惑
行
為
を
し
よ
う
と
す

る
者
に
は
、
ス
キ
を
見
せ
た
り
、
相

手
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

▽
暴
力
団
に
誘
わ
れ
て
も
、
賭
博
や
ノ

ミ
行
為
、
覚
せ
い
剤
な
ど
に
は
絶
対

手
を
出
さ
な
い
。

▽
他
人
が
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た

と
き
は
、
近
く
を
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の

警
察
官
に
連
絡
す
る
か
、
二
〇
番

を
す
る
。

＜
子
供
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
に
＞

▽
勉
強
や
手
伝
い
、
遊
び
な
ど
の
日
程

表
を
作
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
が

規
則
正
し
い
生
活
を
送
ら
せ
る
よ
う

に
す
る
。
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
行

先
を
確
か
め
る
と
と
も
に
、
夜
遊
び

に
は
十
分
気
を
つ
け
る
。

▽
親
子
の
会
話
が
あ
る
家
庭
か
ら
は
、

非
行
は
生
ま
れ
に
く
い
も
の
で
す
。

家
庭
が
楽
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
よ
う

に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
だ
ん
ら
ん
す
る

機
会
を
な
る
べ
く
多
く
つ
く
る
。

▽
事
の
良
し
恵
し
、
欲
望
を
抑
え
る
自

制
心
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
生
活

や
行
動
な
ど
、
基
本
的
に
身
に
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
し
つ
け
教

育
」
を
心
が
け
る
。

水
巻
町
防
氾
協
会
で
は
、
5
6
年
度
事

業
と
し
て
上
記
活
動
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
顔
い
し

ま
す
。

固
定
資
産
税

2
期
分
の
納
期

7

月

3

1

日

ま

で

自
然
の
中
で
体
を
き
た
え
よ
う

夏
休
み
は
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、
自

然
の
中
で
体
を
き
た
え
る
絶
好
の
機
会

で
す
。子

供
た
ち
の
体
力
に
合
わ
せ
て
思
い

切
り
汗
を
流
さ
せ
、
元
気
に
二
学
期
を

む
か
え
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

県
内
に
は
、
自
然
歩
道
や
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

通
路
、
ア
ス
・
レ
チ
ッ
ク
な
ど
自
然
に
親

し
む
所
が
あ
り
ま
す
。

暑
い
か
ら
と
言
っ
て
家
に
閉
じ
こ
も

ら
ず
、
家
族
づ
れ
で
行
か
れ
て
は
ど
う

で
す
か
。

◎昭和％年度事業計画（概略）

56・7　0夏の防犯運動
－8　　　性犯罪の防止、暴走族・シンナーの防止、

喫煙・深夜彿掴・不純異性交遊等の補導
56・9　0凶器使用犯罪の未然防止活動

けん銃等及び覚せい剤並びに暴力犯罪の
監視と通報活動、銃砲刀剣類・毒劇物等
処分活動

56・10　0全国防犯運動
特別広報活動、あき巣・自転車盗の防止
ｉ舌動

○覚せい剤シンナー乱用事犯の追放運動
56・110環境浄化運働

有害図書自動販売機調査及び排除活動、
非行集団等の解体補導活動

56・12　0年末防犯運動
年末特別夜警実施、非行少年の早期発見
補導活動

57・1　0年始における事件事故防止活動
冬休みあけの少年非行防止活動、
侵入盗の防止活動

57・2　0乗物盗の防止活動
防犯登録・防犯シール等の推進運動

57・3　0学年末の少年非行防止活動
万引・自転車盗の防止、卒業期の暴力等
不祥事犯の防止ｉ舌勤

○性犯罪・少年非行の発生しやすい暗がりを
無くす運動

楽特別事業計画
毎年11月第3日曜日を「水巻町防犯の日」とし、

折尾警察署及び自衛隊等音楽隊の参加による町内
ノヾレード

家族づれに適した九州自然道

コ　 一一　 ス あ　　　　　 し 延　 長 み　 ど　 こ　 ろ

英 彦 山　 、 日田彦 山線彦山駅 または田 2 ．9 英 彦 山 神 宮 ・鬼 杉

・野 鳥 の 森

（呈㌫ 鷹巣 原～） 川バスセンター（後藤寺）か

らバス別所か豊前坊 で下車
キ ロ

メ ー トル

皿 倉 山 皿倉山　 鹿児島本線八幡駅 1 ．8
皿 倉 山 ・帆 柱 山（皿 倉 山～ 権 現 山 ） から帆柱ケーブル駅 までバ

ス約10分

キ ロ

メー トル

家族づれに通したオリエンテーリングコース

コ　 ー　 ス 所 在 地 基点 （禦 竺雪） 問　 い　 合　 わ　 せ　 先

玄海青年の宮
北九州市

玄海青年の家
北九州市教育委員会体育謀

若 松 区 093－ 582－2395

若 宮 コー ス 若 宮 町
スコーレ若宮 若宮町教育委員会
（　 ヶ　 ） 09495－ 2－0859

ア　ス　レ　チ　ッ　ク

名　　　 称 あ　　　　　 し ポイト 聞合せ・申込み

宗像 国鉄赤間駅塞一西鉄バス 孟＞75
（09403）3－1063スポーツランド 10：13（日曜）・10：47（平日）

平尾台 国鉄小倉駅前　 平和通り
50 451－0123マルワランド 第3 乗場一西鉄バス35番

河内サンバータ 八幡駅からバス田代行

登山口下車 42 651－5080

命

守りましょう　尊い命と1人の権利　水巻南中1年　今村直美
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ス
ポ
ー
ツ
コ
ラ
ム

伊左座ライオンズ全国大会へ

小学生バ　レーボール大会　－

決勝戦で大里東ジュニアと熱戦中の伊左座ライオンズ

小
学
生
バ
レ
ー
日
本
一
を
決
め
る

「
ラ
イ
オ
ン
カ
ッ
プ
第
一
回
全
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
」
の
県
大
会

が
七
月
五
日
、
福
岡
市
の
九
電
記
念
体

育
館
で
開
か
れ
、
女
子
の
部
で
本
町
の

伊
左
座
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
見
事
、
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
県
内
六
地
区
か
ら
六
十

九
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
勝
ち
残
っ
た
八

チ
ー
ム
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
戦
は
、
大
牟
田
市
の
明
治
と

対
戦
し
2
1
0
で
下
し
、
準
決
勝
で
も

北
九
州
市
の
天
横
寺
を
2
－
0
と
い
ず

れ
も
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
進
み
ま
し

た
。
決
勝
戦
で
は
、
北
九
州
市
の
大
里

東
ジ
ュ
ニ
ア
と
対
戦
し
、
第
一
セ
ッ
ト

は
1
5
－
1
3
で
落
し
た
も
の
の
、
第
二
、

第
三
セ
ッ
ト
は
熱
戦
の
末
、
得
意
の
ね

ぼ
り
で
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
一
時
間
三
十
分
を
超
え
、

応
援
席
も
一
体
と
な
っ
た
プ
レ
ー
の
連

続
で
し
た
。
伊
左
座
ラ
イ
オ
ン
ズ
優
勝

お
め
で
と
う
。

な
お
優
勝
し
た
伊
左
座
ラ
イ
オ
ン
ズ

は
、
八
月
十
七
日
か
ら
東
京
・
駒
沢
体

育
館
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

海
浜
あ
そ
ぴ
の

つ
　
ど
　
い
　
開
催

8月の体育行事
日 時間 行　　　 事　　　 名 会　 場

8 月9 日 9．の 第22回郡民体育大会

ケ　 11日 9．（柏
第4 回

町中学女子バレーボール大会
体育センター

20日

ク　 ｌ
23日

8．30
第17【司

町内小中学生野球大会
吉田・猪熊グランド

23日
ク　 1

24日

第別回

県民水泳大会
行橋市民プール

一・・、‥’

ヽヽｔ

＼

福
岡
県
立
少
年
自
然

の
家
で
は
、
ふ
り
そ
そ

ぐ
太
陽
の
も
と
、
海
水

浴
や
海
浜
活
動
を
通
し

て
、
健
康
で
楽
し
い
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
る
た
め
「
海
浜
あ
そ

ぴ
の
つ
ど
い
」
▼
を
開
き

ま
す
。

郡
民
体
育
大
会
を
開
催

◇応援をよろしく◇

今
年
も
真
夏
の
体
育
祭
典
、
遠
賀
郡

民
体
育
大
会
が
7
月
2
6
日
、
8
月
9
日

の
両
日
郡
内
各
町
で
閲
か
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
水
泳
で
2
2
名
の
方
が
県
大

会
に
出
場
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
優
勝

し
ま
し
た
が
、
他
の
種
目
は
優
勝
を
逸

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
全
種
目
で
の
優

勝
を
め
ざ
し
各
選
手
の
ご
健
闘
を
祈
り

ま
す
。ま

た
町
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和弱年虔　第㌶回遠賀都民体育大全種目別会場一覧表

関 催 日 種　　　 目 会　　　　　　 場

7 月 2柑 水　　　　　 泳 芦屋 中 学 校 プ ール

8 月 9 日 陸　　　　　 上 芦屋 中 学 校グ ラ ン ド

° バ ス ケ ッ トボ ー ル 遠 賓 勤 労 者体 育 セ ンター

°

ノく
レ
1
ポ
ｌ
Ｊレ

一 般 男 女 芦 屋 中 学校 体 育 館

青 年 男 子 芦屋 小 学校 体 育 館

青 年 女 子 芦屋 東 小 学校 体 育館

◆ 軟　 式　 庭　 球 岡垣 町 総 合 グラン ドテニスコー ト

° 卓　　　　　 球 芦 屋 町 中体 育 館

° バ ド　 ミ　 ン ト　ン 凧垣 町 民体 育 館

° 柔　　　　　 道 芦 屋 町 武道 場

° 剣　　　　　 道 水 巻 勤 労 青少 年体 育 セ ンター

° 弓　　　　　 道 芦 屋 町 弓道 場

° 相　　　　　 撲 岡垣 町 総合 グラン ドす もう増

° 軟　 式　 野　 球 岡 垣 町 総合 グ ラ ン ド

楽 ソ フ トボー ル　　 芦 屋 東小 学 校 グラ ン ド

▽
期
日
　
8
月
2
2
日
㊤
～
2
3
日
⑧

一
泊
二
日

▽
場
所
　
福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家

「
玄
海
の
家
」

▽
対
象
　
小
学
生
以
上
の
児
童
・
生
徒

及
び
保
護
者

▽
費
用
一
人
当
り
　
2
、
0
0
0
円

▽
申
込
み
　
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
学
年
、
性
別
、
利

用
交
通
機
関
、
電
話
番
号

を
記
入
し
「
玄
海
の
家
」

（
玄
海
町
大
字
神
湊
新
川

先
）
　
へ
申
込
み
下
さ
い
。

球
場
使
用
者
の
抽
選
会

猪
熊
、
吉
田
グ
ラ
ン
ド
の
1
0
月
分
、

日
曜
日
使
用
者
抽
選
会
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
3
日
　
1
3
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
二
階
会
議
室

◎
猪
熊
・
吉
田
グ
ラ
ン
ド
休
場
日

盆
休
み
に
よ
り
、
8
月
1
3
日
か
ら
1
5

日
ま
で
休
場
し
ま
す
。

′机小4年ご大垣由紀ロげヽ
′、

カ
ロるわやめようね　差別
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保
護
司
会

「

防

ご

う

非

行

助

け

よ

う

立

ち

直

り

青
少
年
キ
　
ャ

保
護
司
の
仕
事
を
ご
存
知
で
す
か
。

法
律
を
犯
し
た
者
は
、
刑
罰
を
受
け
ま

す
。
し
か
し
、
犯
罪
の
償
い
が
終
っ
た

者
が
、
社
会
復
帰
の
決
意
を
も
っ
て
勤

め
先
を
授
し
て
も
、
な
か
な
か
見
つ
か

ら
ず
。
再
び
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
護
司
は
、
こ
の
よ
う
な
万
に
温

い
手
を
差
し
の
べ
、
社
会
復
帰
が
出
来

る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
さ
さ
い

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
、
ご
心
配
な
点

は
保
護
司
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
内
の
保
護
司
の
か
た

○
下
　
　
二
　
黒
瀬
誠
一

〇
吉
　
　
田
　
永
沢
信
夫
、

末

○
机
社
宅

野
添
晴
也

武
尾
金
男
、

森
田
孝
雄
、

川
添
定
継

石
橋
重
子

喰
田
ユ
キ
エ

黒
川
貞
雄

永
沼
二
宮

庄
田
　
明

樫
山
熊
市

近
藤
静
子

◇心配な点は気軽に相談を◇

罪を犯した人に、温い手を差しのべておられる

保護司の方々

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家
で
は
、

キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
し
て
、
自
然
と
ふ

れ
あ
い
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
心
身
を
鍛
練
し
、
キ
ャ
ン

プ
の
基
本
技
術
や
マ
ナ
ー
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
「
青
少

年
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日
　
8
月
7
（
金
）
～
8
月
9
日

（
日
）
2
泊
3
日

▽
会
場
　
英
彦
山
背
年
の
家
キ
ャ
ン
プ

場

▽
参
加
対
象
者

ン
プ
　
を
二
開
催

福
岡
県
内
の
中
学
生
以
上
の
在
学

青
少
年
及
び
勤
労
青
少
畢

▽
経
費
　
2
、
9
6
0
円

▽
申
込
み
締
切
り
期
日
　
7
月
3
1
日

▽
申
込
み
先
　
田
川
郡
添
田
町
大
字
英

彦
山
3
2
－
1
8
　
福
岡
県
立
英
彦
山
青

年
の
家
「
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
」
係

表
札
・
ポ
ス
ト
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
家
に
は
、
表
札
や
ポ
ス
ト

が
あ
り
ま
す
か
。
郵
便
や
町
広
報
な
ど

を
配
る
と
き
、
表
札
や
ポ
ス
ト
が
な
く

大
変
困
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
設
置
し

て
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
つ
け
ま
し
ょ

ス
ノ
0

一

涼
し
い
み
ん
な
の

－

1
　
　
　
学
習
室
を
開
設

町
で
は
、
梅
ノ
木
団
地
に
あ
る

嶽糾輌摘煉嶽新柄摘洩

犬の放し飼いは

やめましょう

嶽糾摘摘洩嶽糾輌摘洩

ふ
だ
ん
お
と
な
し
い
犬
で
も
、
突
然

こ
う
ふ
ん
し
て
人
を
お
そ
っ
た
り
し
ま

す
。
放
し
飼
い
は
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
必
ら
ず
〝
つ
な
ぐ
″
か

〝
お
り
″
　
の
中
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ－つ。ま
た
、
生
れ
た
ば
か
り
の
犬
や
不
用

に
な
っ
た
犬
は
捨
て
る
と
野
犬
と
な
り

危
険
で
す
。
絶
対
に
捨
て
な
い
で
遠
賀

保

健

所

（

晋

2

0

1

・

4

1

6

1

）

に

届
け
出
て
引
き
と
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

あ
な
た
は
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

ー
　
婦
　
人
　
相
　
談
－

…
学
習
等
供
用
施
設
（
町
立
第
三
保

一
育
所
二
階
）
を
夏
休
み
期
間
中
学

習
室
に
開
放
し
て
お
り
ま
す
。
冷

〝
　
房
設
備
を
完
備
し
て
お
り
ま
す
の

，
つ
。

、

′

　

1

′

　

1

　

　

　

－

　

ノ

ー

、

、

・

1

・

Ｉ

．

Ｊ

 

ｌ

ノ

ー

Ｊ

 

ｌ

ノ

ｈ

や

ノ

ー

へ

ノ

　

　

、

．

Ｉ

　

　

　

　

　

．

・

∵

．

し

ノ

．

い

′

、

Ｈ

ノ

ー

′

ｌ

ノ

ー

・

1

ノ

ナ

′
、

ゝ
』

婦
人
の
方
で
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お

持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
夫
の
暴
力
、
飲
酒
、
不
貞

○
家
庭
内
の
も
め
ご
と

○
離
婚
問
題

○
離
婚
し
た
が
実
家
に
も
帰
れ
ず
、
仕

事
も
な
く
困
っ
て
い
る
。

○
弱
み
を
撞
ら
れ
、
売
春
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。

○
娘
の
素
行
が
悪
く
困
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
婦
人

の
方
の
た
め
、
福
祉
事
務
所
で
は
婦
人

相
談
員
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
員

は
女
性
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
場
所
　
北
九
州
市
八
幡
西
区
則
松
、

福
岡
県
八
幡
総
合
庁
舎
3
階

－
．
「
遠
賀
福
祉
事
務
所
」

（

で
〝
涼
し
い
学
習
室
″
を
ご
利
用

下
さ
い
。

▽
使
用
時
間

8
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

▽
使
用
対
象
者

小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で

▽
使
用
料
　
　
無
料

▽
休
館
日

日
曜
及
び
8
月
1
3
・
1
415

ｌ　日

合成洗剤を　追放　し　ま　し　ょ　う
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成
人
病
検
診
い
よ
い
よ
吉
田
団
地
の
み

今
年
最
後
の
検
診
で
す
。
吉
田
方
面

の
万
は
、
お
早
目
に
料
金
を
そ
え
て
、

役
場
衛
生
係
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
8
月
1
日
、
2
日

9
時
～
1
1
時
3
0
分

▽
場
所
　
吉
田
団
地
公
民
館

▽
内
容
　
身
長
、
体
重
、
視
力
測
定
、

検
尿
、
血
圧
、
血
糖
検
査
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
貧
血
検

4
か
月
児

呼
び
出
し
健
診

水
巻
町
で
は
、
生
後
満
4
か
月
に
な

る
乳
児
の
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す

4
か
月
と
い
う
時
期
は
、
乳
児
の
発

達
の
中
で
大
変
、
大
切
な
時
期
で
す
。

目
は
見
え
て
い
る
か
、
首
は
す
わ
っ
て

い
る
か
、
告
に
反
応
す
る
か
、
脱
き
ゅ

う
は
な
い
か
な
ど
、
運
動
発
達
を
主
体

と
し
た
健
診
を
行
い
ま
す
。

個
人
通
知
が
釆
た
ら
、
か
な
ら
ず
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
供
の
発
達
や
離
乳
食
な
ど

で
ご
心
配
の
万
は
、
い
つ
で
も
お
電
話

く
だ
さ
い
。

1
歳
6
か
月
児
健
診

▽
日
時
　
8
月
3
日
、
1
7
日

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
ま
で

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
対
象
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月

▽
内
容
　
身
長
・
体
重
測
定
、
し
つ
け

健
康
な
ど
の
個
人
相
談

査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
心

電
図
、
医
師
の
診
察
、
保
健

指
導
、
胃
フ
ァ
イ
バ
ー
検
診

▽
科
金胃

ガ
ン
福
の
僻

成
人
病
一
欄
の
傭

五
百
円

千
九
百
円

無
料五

百
円

7
か
月
児
健
診

▽
日
時
　
8
月
1
0
日

1
3
時
～
1
5
時
ま
で

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
対
象
　
昭
和
5
5
年
1
2
月
1
日
～
昭
和

5
6
年
1
月
3
1
日
ま
で
に
生
れ

た
幼
児

▽
内
容
　
身
長
・
体
重
測
定
、
運
動
発

達
チ
ェ
ッ
ク

老
　
人
　
検
　
診

▽
日
時
　
8
月
1
0
日
、
1
1
日

1
0
時
～
1
1
時
ま
で

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
　
6
0
歳
以
上
の
万

▽
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、

個
人
相
談

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
8
月
3
日
、
1
7
日

1
0
時
か
ら

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母

子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結

果
の
説
明
、
個
人
相
談

※
印
か
ん
を
持
参
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

8
月
は
福
祉
年
金
証
書
の
提
出
月
で
す

福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
万
は
、
8

月
1
1
日
に
年
金
を
受
け
ら
れ
た
ら
す
ぐ

に
年
金
証
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役
場

の
国
民
年
金
係
に
所
得
状
況
届
を
提
出

し
て
下
さ
い
。

こ
れ
は
、
所
得
な
ど
を
調
査
し
て
来

年
の
7
月
ま
で
の
支
給
年
金
額
を
証
書

に
記
入
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

も
し
、
こ
の
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま

す
と
次
の
1
1
月
の
年
金
支
払
日
に
年
金

が
う
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

8
月
2
0
日
ま
で
に
必
ず
年
金
証
書
と

印
鑑
を
も
っ
て
、
役
場
年
金
係
で
手
続

を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

生
活
困
窮
世
帯
に

夏
期
（
越
盆
）
見
舞
金
を
支
給

1

7

月

3

1

日

ま

で

に

申

込

み

を

1

▽
対
象
者

○
生
活
保
護
基
準
に
1
5
％
増
額
し
た

収
入
以
下
の
世
帯

○
月
収
は
家
族
全
員
を
合
算
し
た
も

の
で
、
年
収
を
1
2
分
の
1
し
た
額

▽
受
給
手
続

○
各
地
区
の
民
生
委
員
に
7
月
3
1
日

ま
で
に
申
込
み
下
さ
い
。
な
お
期
限

後
は
一
切
受
付
け
ま
せ
ん
。

○
年
金
、
恩
給
受
給
者
は
証
書
の
記

号
番
号
と
年
金
額
を
記
入
し
て
下
さ

い
。

ｉ

ナ欄挺

児童扶養手当

特別児童扶養手当

昭和56年8月分から
引き上げられます

児童扶養手当、特別児童

扶養手当が昭和56年8日分

からそれぞれ次の通り引き

上げられます。

く児童扶養手当〉

○児童1人　3㌦200円

（従来29，300円）

○児童2人　36，200円

（同3生300円）

く特別児童扶養手当〉

01級　36，000円

（従来33，800円）

02級　24，000円

（同22，500円）

▽
支
給
方
法

○
民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
支
給
日
は
8
月
1
1
日
の
午
後
で
す

▽
審
査
方
法

○
民
生
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

を
町
が
審
査
し
ま
す
。

▽
世
帯
の
種
類
別
と
支
給
対
象
者
の
収

入
〔
例
）

0
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
夫
婦
で
、

1
2
歳
か
ら
1
4
歳
ま
で
の
子
供
2
人
、

計
4
人
世
帯
の
場
合

1
9
万
7
2
5
円
以
下

0
4
1
歳
か
ら
5
9
歳
ま
で
の
夫
婦
で
、

1
5
歳
か
ら
1
7
歳
ま
で
の
子
供
2
人
、

計
4
人
世
帯
の
場
合

1
9
万
8
6
3
円
以
下

0
6
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
夫
婦
の
場

合
　
　
9
万
9
、
0
8
9
円
以
下

0
6
5
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

1

0

万

1

、

2

7

4

円

以

下

児童手当現況届を提出してない方は、今すぐ提出下さい。
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身
体
障
害
者
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

し
尿
汲
み
取
り
の
注
意

①
転
入
、
転
居
し
た
人
は
、
印
鑑
を
持

参
の
う
え
汲
み
取
り
の
新
規
巾
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。
未
届
の
人
は
汲

み
取
り
が
で
き
ま
せ
ん
。

㊥
汲
み
取
り
の
確
認
は
、
あ
な
た
自
身

で
し
ま
し
ょ
う
。

㊥
便
槽
内
に
不
用
な
物
は
投
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

④
不
良
便
槽
は
早
く
改
善
を
し
ま
し
ょ

ー
つ
。

⑤
梅
雨
、
大
雨
時
に
雨
水
が
流
入
し
た

場
合
や
臨
時
汲
み
取
り
は
従
量
制
の

料
金
と
な
り
ま
す
。

◎
普
通
便
所
の
汲
み
取
り
料
金
は
、
不

良
便
槽
等
の
特
別
な
場
合
を
除
き
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
人
数

に
よ
り
ま
す
。
（
人
頭
制
ｌ
人
3
5

0
円
）
世
帯
人
員
に
異
動
が
あ
っ
た

と
き
は
、
異
動
手
続
き
を
早
く
す
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

し
尿
汲
み
坂
り

ご
み
収
集
の
休
み

し
尿
汲
み
取
り
・
ご
み
収
集
は
8
月

1
4
日
、
1
5
日
休
み
ま
す
。

第
3
土
曜
日
1
5
日
の
粗
大
ご
み
の
収
集

は
2
2
日
に
変
更
し
ま
す
。
盆
休
み
の
1
4

日
・
1
5
日
は
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。臨

時
汲
み
取
り
を
ご
希
望
の
万
は
、

8
月
8
日
ま
で
に
、
役
場
衛
生
係
へ
申

込
み
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
民
手
帳
を
発
売

昭
和
5
7
年
版
福
岡
県
民
手
帳
を
発
売

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
役
場
産
業
課

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

価
格
（
普
通
版
）
2
5
0
円
、
（
大
型

版

）

3

3

0

円

無
線
墳
墓
の
改
葬

▽
墓
地
の
所
在
地
　
兵
庫
県
氷
上
郡
氷

上
町
井
申
字
皮
多
上
げ
2
2
3
番
地

▽
墳
墓
の
数
　
1
8
墓
所
　
5
1
基

▽
届
出
先
　
兵
庫
県
氷
上
町
役
場

（

魯

0

7

9

5

8

2

・

1

0

0

1

）

今
後
の
障
害
者
福
祉
を
進
め
る
う
え

で
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
実
態
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

あ
な
た
の
地
区
担
当
民
生
委
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ヽ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｔ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

’

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

一

’

ｌ

’

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

▼

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

3
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
人
権
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

▽

日

時

　

8

月

1

0

日

、

2

4

日

、

3

1

日

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

役
場
業
務
の

休
み

役
場
菜
務
は
、
盆
休
み
の
た

め
次
の
日
程
で
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

役
　
場
－
8
月
1
4
日
・
1
5
日

机
山
荘
－
8
月
1
3
日
～
1
5
日

身
障
者
セ
ン
タ
ー

8

月

1

3

日

～

1

5

日
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．
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ヽ
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ヽ
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▽
調
査
期
間
　
7
月
2
5
日
～
8
月
3
1
日

▽
対
象
世
帯
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
も

っ
て
お
ら
れ
る
世
帯

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」

参
加
者
募
集

町
広
報
で
は
、
8
月
2
5
日
発
行
分
か

ら
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
を
掲
載
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

掲
載
ご
希
望
の
方
は
、
8
月
5
日
ま

で
に
、
官
製
は
が
き
に
任
所
・
父
母
の

氏
名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日

・
電
話
番
号
を
書
い
て
水
巻
町
役
場
総

務
課
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
宛
お
出
し

下
さ
い
。

な
お
対
象
は
、
一
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ

ん
に
限
り
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
方
か
ら

毎
回
2
名
～
2
名
の
赤
ち
ゃ
ん
を
広
報

に
掲
載
し
ま
す
。

8月のし尿汲取予定日

1日　頃末（1、3、4、7、16、18区）猪熊

3日　頃末（1、2、3、7、10区）、林住宅、
垣添、猪熊

4日　唐熊（頃末22、23区）、鯉ロ（吉田二6、

吉田三5区）、新生街、頃末（15、25区）
猪熊

5日　唐熊（頃末22、24区）、御輪地Ｃ吉田二1

2区）、鯉口（吉田三2、5、6区）、松
栄荘、頃末18区、猪熊

6日　御輪地、車返し（富田三6、11区）、鯉口、

（富田三1、2、3、5区）、15日まわり
猪熊

7日　緑風園、松栄荘、美吉野、頃宋（5、12、
13区）

8日　中央区（頃末17、19、20、21区）、美吉野、
頃未（5、12、13区）

10日　中央区（頃末9、10、20、21区、みずまき

苑）、下二、伊左塵、立屋敷、古賀村、新
生街

ダ11日　片山、川端通り、本村、二、下二、古乱

机

12日　大橋、県道筋（宮口二3、5、6区）、滑

石、宮尾、本村、二、御輪地、頃宋（6、

11、14区）

矛13日　大橋、県道筋（イワゼ町住、吉田二3、4

6、9区）、月夜待（吉田一3区）、宮の
下、机社宅、頃末（6、11、14区）

17日　下二町住、二町住、商店街（吉田－3区），
車返し、官の下

1馴］‘吉田団地（37～43、46～52棟）、二町住、
樋口

19日　吉田団地（44～45、53～57、94～101、19

－22、28～36、72棟）、卯月、中樋口

20日　苫田団地（60～65、83－85、102－113、3

－6、8－10、16－18、23～27棟）、猪熊
町住

21日　吉田用地（66－71、86～93、105、108、1、

2、7、11～53、76～82、73椀）、古賀県
住

22日　下二（1、2、3区）、吾周分譲、15日ま

わり

ｌｌ24日　二、野間町住、本村、猪熊
茅25日　二、伊左座、赤水

ｉｉ、26日　幼稚園通り（伊左座3、5区、二1、2区、

′［　　双葉荘、下二4、10区）、伊左座、樋口川

端通り

27日　幼稚園通り（伊左睦3、引互、下∴5、6、
7区）、猪熊

28日　みずほ団地、樋口

29日　みずほ団地

1－人・ｆｋ′こ‾、－′一　　　　一　一　ｔｕ〉　－・　ｔ、一一一一　一・　・　　一→、一一11・一　一一、－一し一一一くさ一一、－
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